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だ気候的特徴をもっている．　 ［横田　歩］

1.1　 北海道地方の地理的特徴と気候
概要

面積が約 8 万 km 2 と東北 6 県の合計より

も広大な面積をもつ北海道には，北見山地や

日高山脈など南北に走る脊梁山地のほか，羊

蹄 前山，大雪山地から阿寒，知床へと

東西に火山群が連なっている．また，北海道

の周囲をそれぞれに特徴をもつ 3 つの海が

とり囲んでいる．日本海には暖かい対馬海流

が，太平洋には冷たい親潮が流れており，オ

ホーツク海は大規模に海氷に覆われる最も低

緯度の海として知られている．これらの山や

海と，シベリアや太平洋からの気団によって

織りなされる北海道の気候は，大きく「日本

海側」「太平洋側」「オホーツク海側」の 3

つの地域に分かれる（図 2）．

日本海側は図 3 の札幌のグラフで見られ

るように，冬に降水量（降雪量）が多い特徴

がある．札幌の年降雪量の平年値は 597 cm

と，同程度の緯度における都市としては，こ

れほど多い降雪量は世界でも類を見ない．こ

れは，シベリアの寒気団と暖かい日本海，そ

して脊梁山地が影響しているためである．一

方，脊梁山地により雪雲が遮られる釧路など

太平洋側は，冬に降水量が少ない．夏には，

太平洋高気圧によってもたらされる湿った空

気が，親潮で冷やされて霧や低い雲が発生す

るため，釧路では 7 月と 8 月の日照時間が

日本で最も少ない．また，網走などオホーツ

ク海側は，日本海側と太平洋側の中間的な気

候となっているが，西から南そして東方を

山々に囲まれていることから，季節を通して

降水をもたらす湿った空気が入りにくく，降

水量は年合計でも 700 mm 台と日本で最も

少ない地域となっている．

北海道は日本で最も北に位置することか

ら，日本の他の地域に比べ概して少雨で低温

であるが，太平洋高気圧の縁辺を回り込む暖

かく湿った空気や前線の影響に加え，地形の

影響も重なることで，登別周辺や襟裳岬周辺

など太平洋側の一部における年降水量が

2,000 mm 以上となっている．これは，関東

の平野部から東北太平洋側よりも多い値であ

る．また，顕著なフェーン現象によりオホー

ツク海側では 4 月に真夏日を観測すること

があるなど，地域によって非常に変化に富ん
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図 2　北海道の地勢図と主な地点の気温および日照時間グラフ

図 1　北海道地方の地形
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図 3　北海道の年降水量分布図と主な地点の降水量および降水日数（1.0 m m 以上）
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い．また，日本海を低気圧が通るとき（日本

海低気圧）には，南部では強い南～南西風が

吹いて気温が上がるが，中～北部は冷気層に

おおわれて気温が低く，風の弱い状態になる

場合がある（図 5）．日本海低気圧に伴う降

水は，関東では周囲の地域に比べて少なく，

しばしば局地的な晴天域になる．これによ

り，昼間には冷気層が暖まって解消され，南

～南西風の範囲が北へ広がる傾向がある．

一方，周囲の地域が晴れているのに関東平

野は北東～東風が吹いて低い雲におおわれ，

弱い雨の降る場合がある．これは「北東気流

型」の天気とよばれ，かつては予報が難し

かったが，近年は予報成績が向上してきた．

夏の晴れた日には，午後を中心として海風

と谷風が発達し，これらが融合して太平洋岸

から内陸まで南寄りの風におおわれる（広域

海風）．広域海風によって，東京付近から排

出された大気汚染物質は内陸へ運ばれる．広

域海風の風向は日々の気圧配置に応じて変動

し，南東風が卓越する場合には汚染物質は埼

玉県から群馬県へ，ときには碓氷峠を越えて

長野県に達する．また，南風の場合には栃木

県へ，ときには福島県へと輸送される．

海風は海上の相対的に涼しい空気をもたら

すため，夏の日中～夕方の気温は沿岸域では

比較的低く，内陸域の方が高い分布になり，

特に埼玉県から群馬県南部にかけての地域は

高温になる（図 6）．一方，下層の風が西あ

るいは北寄りの日には，中部山岳を越えた風

が関東平野へ吹き下り，著しい高温をもたら

すことがある．この状態は「フェーン」とよ

ばれるが，強風を前提とする本来のフェーン

とは異なり，日射による加熱や谷風が複雑に

関わっていることが多い．

上空に寒気が流れ込むと，地上の気温が上

がる午後を中心として大気が不安定になり，

しばしば雷雨が発生する．関東平野の雷雨は

図 4　本州中部の地上風分布　濃い陰影は強風域，

点線と薄い点彩は弱風域．上は傾度風向（気圧分

布によって決まる地域代表的な風向）が西北西の

場合，下は北の場合（出典：河村武，1977：全

国地上風分布図，気象庁技術報告 91 号）

図 5　関東平野の冷気層の模式図（出典：吉門洋・

水野建樹・近藤裕昭・北林興二・下形茂雄・山本

晋，1993 ：大都市域上空における汚染物質輸送

の観測的研究，資源環境技術総合研究所報告第 6

号，136p.）

ダス地点のうち，年平均気温が最も高いのは

羽田の 16.3℃である．これは東京のヒート

アイランドの影響のほか，統計期間が 1993

年からであり，比較的低温だった 1980 年代

のデータがないことにも一因がある．1981

年からの統計が行われている地点の中で最も

年平均気温が高いのは，館山（千葉県）の

15.9℃である．逆に最も低いのは，海抜

800 m 未満の地点に限れば，藤原（群馬県

みなかみ町）の 8.9℃である．藤原は海抜

700 m の場所にあるが，海抜高度の影響を

差し引いても，房総南端との間に 2 ～ 3℃の

差がある．これは 100 km 当たり 1℃強の気

温傾度に相当し，日本付近の平均的な南北気

温傾度（100 km 当たり 0.9℃程度）に比べ

てやや大きい．この意味で，関東地方は南北

の気候差が目立つといえるだろう．東京を中

心とする大都市圏は，その中央部かやや南寄

りのところに位置している．

図 3　関東の年降水量分布図

関東地方の気温の最高記録は，2007 年に

熊谷（埼玉県）で観測された 40.9℃である．

これは 2014 年時点で国内の歴代 2 位となっ

ている．このほか，埼玉県～群馬県を中心と

するいくつかの地点で 40℃台の記録がある．

最低記録としては，1952

県）で，1984 年には五十里（栃木県日光市）

で，ともに－17.0℃が観測されている（山岳

を除く，2017 年現在）．

年降水量は，伊豆諸島や房総半島・神奈川

県の一部で 2,000 mm を超え，箱根では

3,539 mm に達する（図 3）．しかし，関東

平野の大半では年降水量が 1,600 mm 以下

である．平野の中部から北部にかけては

1,300 mm 以下の地域もあり，全国平均

（1,800 mm 程度）よりも少ない．その一因

としては，中部山岳によって西からの水蒸気

の流入が抑えられることがあげられる．

このような気温・降水量分布からすると，

関東地方は大まかには，比較的高温で多雨の

南関東と，低温・少雨の北関東に分けられよ

う．しかし，個別の気象状況に即して見る

と，関東地方の気候は海面水温の高い黒潮域

山岳という地形条件によってさまざまな地域

特性を呈する．

3.2.2　四季の気象特性

関東地方の気候特性は，他の太平洋側の地

域と基本的には同じである．しかし，3.1で

述べた地形条件を反映し，いくつかの特徴が

ある．

まず冬は，中部山岳が季節風に対する障壁

として働くため，関東地方は北部の山沿いを

除き，他の太平洋側地域に増して晴れの日が

多い．また，季節風の吹き方は一様ではな

く，中部山岳の影響を受けた強風域や弱風域

が現れる（図 4）．季節風が北寄りの場合に

は，利根川上流（群馬県南部）を吹く北西風

が関東平野では北寄りの風になり，東京周辺

でも強く吹く．一方，季節風が西寄りである

西北西の風と，相模湾沿岸から房総にかけて

吹く西南西の風が卓越し，両者の間にあたる

東京周辺は比較的風が弱い．

低気圧が通るときの気象状態にも地形の影

響による局地性が現れる．冬の低気圧通過時

には，しばしば平野の中部から内陸域が冷気

層におおわれる．このうち，関東の南を低気

圧が通る際（南岸低気圧）には，平野の南東

部沿岸では東寄りの風が吹くのに対し，平野

の中部から西部は冷気層のもとで気温が低い

傾向があり，南東部（沿岸部）では雨なのに

対して中～西部では雪になることが珍しくな
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心にリンゴの落果被害が大きかったため，

「りんご台風」の別名がある．

3．雪害（昭和 56 年豪雪）

1980（昭和 55）年 12 月末から始まった

大雪は，その後も 6 ～ 7 日の周期で冬型の

気圧配置が強まり，その都度強い降雪となり

1981 年 1 月下旬まで続いた．県内の降雪は

県南部の山間部が中心で，最深積雪として金

沢で 125 cm （1 月 13 日），白峰 480 cm （1

月 15 日）を観測した（表 2）．この大雪によ

り死者 2 名，負傷者 52 名，住宅全壊 2 棟，

住宅半壊 2 棟，非住宅損壊 91 棟，床下浸水

48 棟などの被害となった．

C．石川県の気候と暮らし

1．兼六園の「雪吊り」と能登の「間垣」

金沢市の中心部に位置する兼六園は，加賀

藩歴代藩主が江戸時代を通じて形作った庭園

で，水戸の偕楽園や岡山の後楽園と並ぶ日本

三名園の 1 つとして広く知られ，現在は県

民，内外の観光客に開放されて，四季折々の

風景を楽しめる庭園として親しまれている．

この兼六園の冬の代表的な風景として，雪の

重みによる樹木の枝折れを防ぐための「雪吊

り」が有名であり，冬の兼六園観光の目玉と

なっている（図 7）．兼六園の雪吊りは，守

る樹木の幹付近に長い柱を立て，そこから多

数の吊り縄を四方に配して枝を吊るもので，

雪の重みによる枝折れを防ぐ実用性とともに

装飾性も兼ね備えている．

北陸平野部の雪は，北海道や本州中部の高

原などに降る雪に比べ湿って重たい．降る雪

の重さはそのときの気温に関係し，気温が低

いときほど雪が軽くなるからである．降雪量

（cm ）とその雪を雨と考えたときの降水量

（mm ）の比を雪水比とよび，金沢で降る雪

では気温 0℃付近では雪水比が 1 前後となる

（図 8）．降水 1 mm は 1 m 2 当たり 1 kg の重

さとなる．1 cm の湿った雪（雪水比 0.5～

1）は 1 m 2 当たり 1 ～ 2 kg の重さに相当す

る．仮に 10 cm の雪が樹木に積もったとす

れば，1 m 2 当たり 10 ～ 20 kg の重さが樹木

の枝にかかることになり，枝はしなって折れ

やすくなる．これが雪国で雪吊りが必要な理

日82月9 日82月9

日72月9 日72月9

図 6　平成 3 年台風 19 号（りんご台風）の台風経

路図（図中の日時と矢印は 9 時の位置を表して

いる）

図 7　金沢兼六園の雪吊り風景

表 2　昭和 56 年豪雪の北陸の降雪・積雪記録

旧測候

所住所

最深

積雪
起時

日最大

降雪量
起時

12 ～ 3 月

降雪量

高田
新潟県

上越市
251cm 1/21 91cm 1/12 1,068cm

富山 160cm 1/13 79cm 1/12  771cm

伏木
富山県

高岡市
154cm 1/13 56cm 1/12  607cm

金沢 125cm 1/13 62cm 1/11  523cm

輪島
石川県

輪島市
 36cm 1/23 23cm 2/26  195cm

福井 196cm 1/15 60cm 12/29  622cm

敦賀
福井県

敦賀市
196cm 1/15 58cm 1/11  561cm

由である．

なお，日本海要素とよばれる野生の樹木

は，ヒメユズリハのように樹高を低くする，

あるいはユキツバキのように直立した幹がな

く地面付近に枝を伸ばすことで，多雪への適

応を行っている．

能登地方特有の冬への備えとして，奥能登

の海沿いで見られる「間垣」がある（図 9）．

これは家屋や集落の周りを 3 ～ 4 m ほどの

竹の垣根で密に囲ったもので，あたかも城壁

のような一風変わった風景を形作っている．

日本海に突き出した能登半島の厳しい冬の風

雪から人と家を守り，また夏は日差しをさえ

ぎるため涼しいという．

2．「ブリ起こし」「雪起こし」

「ブリ起こし」とは北陸地方で初冬から厳

冬に鳴る雷のことをさす言葉で，この雷が鳴

ると冬の味覚である脂ののったブリがとれる

ことから名づけられたという．また，雪が降

り出す季節の到来の意味で「雪起こし」とも

よんでいる．この北陸の冬の雷は，太平洋側

や内陸地方の夏の雷とかなり様子が異なって

おり，突然の 1 発あるいは多くて数発の落

雷で終わる場合や，時刻に関係なく真夜中や

早朝でも発達した雪雲の接近があれば起こる

ことなどの特徴をもつ．また，「北陸の一発

雷」とよばれるように，落雷の頻度が小さく

人的被害はまれであるが，1 回の落雷の電荷

が大きいために，近年 IT 機器への落雷被害

が目立っている．

全国の気象台では雷の雷鳴と電光の観測を

行い，雷の発生のあった日を雷日として記録

しているが，そのデータによれば，金沢で観

測した雷日数の平年値（1981 ～ 2010 年）

は全国で最も多い年間 42.4日となっている．

また，2 位は福井の 35 日，3 位は新潟の

34.8日と北陸から新潟，東北日本海側で雷

日数が多い．図 11 で月別の雷日数平年値を

金沢と太平洋側の名古屋と比較した．6 月か

ら 9 月にかけての初夏から初秋にかけ，雷

日数は名古屋が金沢を上回るが，11 月から

3 月にかけての寒候期には名古屋の雷発生が

少なくなるのに対し，金沢では夏よりも極端

に多くなっている．特に 12 月と 1 月の雷発

生が多く，石川県民はこの期間に平均して 4
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図 9　間垣の風景（輪島市上大沢）

図 8　金沢の 6 時間降雪量と降水量の観測値から求

められた気温と雪水比の関係（出典：内山ほか，

1996）
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岐阜県の気候

A．岐阜県の気候・気象の特徴

岐阜県は本州のほぼ中央に位置し，7 つの

県に囲まれた内陸県である．南は標高 0 m

の輪中地帯から，北は標高 3,000 m の飛騨

山脈まで，同じ県内でも標高差が極めて大き

いのが特徴である（図 1）．岐阜県の風土を

ひと言で「飛山濃水」と表すように，岐阜県

は山の国の飛騨地方と水の国の美濃地方に二

分できる．濃尾平野に位置する美濃地方は，

温暖で湿潤な東海型太平洋側気候区に属し，

夏季季節風により暖候期に降水量が多く，歴

史的に見ても水害を受けやすい地域である．

一方，飛騨地方は，冷温で湿潤な日本海側気

候区に属し，冬季季節風により山雪の影響を

受けやすく，寒候期には雪害や冷害に見舞わ

れやすい地域である．このような南北に両極

端な気候がそれぞれに独特な気候風土を作り

上げてきた．以下，美濃地方の岐阜市と飛騨

地方の高山市の気候について見てみる．

1．岐阜市の気候

岐阜市は県南部の濃尾平野の北端に位置し

（標高 13 m ），市内中央に長良川が，市内南

端に木曽川が流れる，総人口約 41 万人の岐

阜県最大の都市である．太平洋側気候区に属

しており，年平均気温は 15.8℃，年間降水

量は 1,828 mm ，年間日照時間は 2,085 時間

である（図 2，3）． 

岐阜は愛知県沿岸部から 100 km ほど北北

西に離れた内陸に位置するため，内陸性気候

の特徴も有している．8 月の最高気温は

33℃，1 月の最低気温は 0.5℃であり，夏は

蒸し暑く，冬は冷え込みが厳しい．沿岸に位

置する伊良湖の年較差が 21.3℃であるのに

対して，内陸の岐阜の年較差は 23.6℃と大

きい．そのため，猛暑日は年間 13.1日と多

く（伊良湖は年間 2.0日），また，最低気温

0℃未満の冬日も年間 33.0日と沿岸部に比べ

てより多い（伊良湖は年間 8.5日）．

暖候期には，南寄りの高温多湿な夏季季節

風が，岐阜の背後にそびえる中部山岳地帯の

南斜面に沿って強制的に上昇させられるた

め，積乱雲が発達しやすくしばしば大雨とな

る．5 ～ 7 月の梅雨季の総降水量は 711 mm
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図 1　岐阜県の地形

図 2　岐阜における気温と日照時間

図 3　岐阜における降水量と降水日数（0.0 m m 以

上）

にも達する（名古屋は 561 mm ）．また，寒

候期には，日本海からの距離が比較的近いた

め，北西寄りの冬季季節風に伴う雪雲の影響

を受けやすく，年間雪日数は 24.6日（名古

屋は 16.6日），年間最深積雪深は 17 cm （名

古屋は 8 cm ）となる．

全国的に見て岐阜は年間日照時間が長い傾

向にあり，名古屋とともに晴天となりやすい

地勢にある．しかし，寒候期は日本海側から

の冬季季節風の影響を受けやすく，12 ～ 2

月の総日照時間は 484 時間と，名古屋（512

時間）に比べて若干短い．

2．高山市の気候

高山市は県北部の山間部に位置し（標高

560 m ），北東に飛騨山脈を擁する総人口約

9 万人の「飛騨の小京都」ともよばれる観光

都市である．おおむね日本海側気候区に属

し，年平均気温は 11.0℃，年間降水量は

1,700 mm ，日照時間は 1,624 時間である

（図 4，5）．

高山は山々に囲まれた盆地に位置するた

め，中央高地式気候の特徴も有している．8

月の最高気温は 30.7℃と高く，真夏日は年

間 40.8日を数える．一方で，1 月の最低気

温は－5.1℃であり，冬の寒さは太平洋側に

比べて一段と厳しい（岐阜は 0.5℃）．冬日

は年間 117.7 日であり（岐阜は年間 33.0日），

真冬日は年間 9.9日に及ぶ（岐阜は年間 0.0

日）．高山の年較差は 25.5℃となり，寒暖の

差がより一層激しいのが特徴である（岐阜は

23.6℃）．

降水量が 1 年間で最も多くなるのは 5 ～ 7

月の梅雨季であり，期間総降水量は 539 mm

に の ぼ る． し か し， 太 平 洋 側 の 岐 阜

（711 mm ）に比べるとかなり少ない．一方，

寒候期には北西寄りの冬季季節風の影響のた

めに降雪が多く，12 ～ 2 月の総降水量は

284 mm に達する．これは太平洋側の岐阜

（207 mm ）に比べて大きいが，日本海側の

富山（678 mm ）に比べるとかなり少ない．

標高の高い山地に囲まれた盆地に位置するた

めに，夏季も冬季も季節風の影響は限定的と

なる．とはいえ，年間の最深積雪深は 54 cm

と日本海側の富山（62 cm ）に匹敵するほど

大きく，国の豪雪地帯対策特別措置法により

豪雪地帯に指定されている．

山間部に位置する高山市は全国的に見て年

間日照時間が短い傾向にある．特に，12 ～

2 月の寒候期の降水量 0 mm 以上の降水日数

は 78.3日と多く（岐阜は 58.8日），結果と

して，12 ～ 2 月の総日照時間は 297 時間と

かなり短い（岐阜は 484 時間）．

3．岐阜県の特徴的な気象現象

岐阜県は，沿岸部から離れた内陸県である

上に，面積の 80％以上が山地である．これ

に起因して，各地で地域特有な気象現象が生

じている．ここでは，岐阜県に見られる特徴

的な気象現象についていくつか紹介する．

（1）多治見の猛暑

美濃地方東部の多治見市は，沿岸（名古

屋）から 40 km ほど北東に位置する陶磁器

産業が盛んな都市である．太平洋高気圧にお

おわれた典型的な夏型気圧配置の日には，濃

図 5　高山における降水量と降水日数（0.0 m m 以

上）

図 4　高山における気温と日照時間
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